気候と経済発展 —西欧の環境は本当に過酷か— by ケオラ スックニラン
気候と経済発展  西欧の環境は本当に過酷か 
著者 ケオラ スックニラン
権利 Copyrights 日本貿易振興機構（ジェトロ）アジア
経済研究所 / Institute of Developing


































































ば、南部では 6ヶ月で重量が 5%以上減るという。またこの重量減率は中部では約 4%、北部では
約 2%と減少していく。保管料などを無視しても、この例ではコメの 1年の時間コストが約 4%か
ら約 1 割ということになる。イモ類はこれよりも時間コストが高いことは容易に想像できる。野















ューでは、温度が 1度上がれば、経済成長率は約 0.36%から約 5%減少する幅の広い推計結果示さ
れている。もっとも保守的な結果である 1度 0.36%減少を、平均気温差が 10度のその他条件が同
一な 2 カ国で単純計算する場合、100年後 GDP の差が約 34倍である。都市国家や新規加盟国を
除けば、2000年の EU諸国の一人当たり GDPは約 25000ドルだが、これを ASEANの非都市国家

















統計の一つは働く時間である。Winston（1966）によれば、日本の 1961 年における就労時間は 1
週間に約 51時間であった。しかし一人当たりGDPは約 45時間のフランスと同じく敗戦国である
西ドイツの半分に過ぎなかった。西ドイツも第二次世界大戦の敗戦国であった。2011年の統計で
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1 OECDの統計ウェブサイト(http://stats.oecd.org/)。 
